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平成１７年１１月２２日 

各  位 

                        会 社 名  大 東 港 運 株 式 会 社 

                        代表者名  代表取締役社長  曽 根 好 貞 

                            （JASDAQ・コード番号：９３６７） 

                        問合せ先  取締役管理部長  中 丸 英 実 

                             TEL:(０３)５４７６-９７０１ 

 

 

平成１８年３月期中間(連結･単独)業績予想及び通期(連結･単独)の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 平成18年3月期(平成17年4月1日～平成18年3月31日)の業績予想について、平成17年8月16日付当社

「平成１８年３月期中間(連結･単独)業績予想及び通期(連結･単独)の業績予想の修正に関するお知ら

せ」にて発表いたしました業績予想を下記の通り修正いたします。 

 

記 

 

１．平成 18 年 3 月期 連結業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成 17 年 4月 1 日～平成 17 年 9月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） 7,100 300 140

今回修正（Ｂ） 7,340 360 270

増減額（Ｂ－Ａ） 240 60 130

増 減 率 3.4％ 20.0％ 92.9％

 

(２) 通期（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） 13,800 570 260

今回修正（Ｂ） 14,000 640 420

増減額（Ｂ－Ａ） 200 70 160

増 減 率 1.4％ 12.3％ 61.5％
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(３) ご参考：前期の実績（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

中間期(16/4/1～16/9/30) 6,864 269 432

通 期(16/4/1～17/3/31) 13,814 599 642

 

 

２．平成 18 年 3 月期 個別業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成 17 年 4月 1 日～平成 17 年 9月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） 6,800 300 170

今回修正（Ｂ） 7,050 340 310

増減額（Ｂ－Ａ） 250 40 140

増 減 率 3.7％ 13.3％ 82.4％

 

(２) 通期（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） 13,300 540 280

今回修正（Ｂ） 13,500 590 440

増減額（Ｂ－Ａ） 200 50 160

増 減 率 1.5％ 9.3％ 57.1％

 

(３) ご参考：前期の実績（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

中間期(16/4/1～16/9/30) 6,509 279 255

通 期(16/4/1～17/3/31) 13,101 570 545
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３．修正の理由（連結・個別） 

 

当企業集団が主力とする冷凍食品の輸入におきまして、畜産物は牛肉・鶏肉が堅調に回復し、

農産品はポテト等が増加しました。水産物は横ばいであり、総じて堅調に推移いたしました。 

このような状況の中で、当企業集団は取扱貨物の量的拡大や販路の拡張に努力したため、畜産

物・農産品のみならず、水産物においても前年同期を上回る取扱量を確保することができ、売上

高は前回平成１７年８月１６日発表の業績予想を上回る予想であります。利益面においては訴訟

損失引当金繰入額１億２５百万円、法人税、住民税及び事業税１億５７百万円、法人税等調整額

２億３５百万円を計上した結果、こちらも予想を大きく上回ることが見込まれます。 

個別におきましても連結と同様の理由でありますので、上表の通り業績予想を修正いたします。 

 

   ※上記予想につきましては本資料の発表日現在の将来に関する前提や見通し、計画に基づくもの

であり、実際の業績は異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


